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	プリンタドライバ開発におけるUser Centered Design(UCD) プロセスの適応事例

	· 製品ごとに開発事業がことなり、搭載されるソフトウエアの仕様、UIが異なっていた。

対応機種、地域が多種類あり、ソフトウエア開発、各国対応等が増大し、開発ﾘｿｰｽを圧迫していた。

	製品開発のコンセプト作成段階から、プロトタイプの作成とプロトタイプの評価をくり返し、最終的な製品になるまでのすべての段階において、UCDが適応された。

	開発主導型製品開発
　開発が仕様を作成し、UI概要を作成→開発作業→UIの体裁を整える（デザイン作業）→用語を決定する→販売部門に仕様確認　→　微修正　→　生産　→配布　→ユーザへ

　開発から仕様が提示された段階で　仕様の大幅な変更は難しい。
　市場の要求、ユーザの声を仕様作成者に伝える機会が無かった

　クレーム等の対応は　次バージョン、次々バージョン対応。

これが各事業（製品）ごとに実施するため　製品ごと仕向け地別に　異なる仕様の製品が開発される

改善点

　各製品ごとに市場調査　→　共通市場・ユーザを決定　→　競合他社製品の評価　→

要求事項の抽出　→　設計・企画部門を交え仕様健闘（解の生成）→　プロトタイプの作成→　評価　→　仕様の修正　→　修正確認　→　仕様の決定

	ユーザの使用状況を分析し、要求事項を企画・開発・各仕向け地に確認・納得させながら要求事項の決定、設計解、改善案の提案の実施を行い、決定のプロセス、結果、評価を企画・開発メンバーに提示することにより、役割の違うメンバーが同じ意識の元で製品開発を行うことができた。仕様決定において確認を行いながら　開発を進行したため、差し戻し、仕様変更、がまく　スムーズに開発が進行した。

ユーザビリティ評価の社内での有効性が認められた。

	競合他社製品とのベンチマーキング、前バージョンとのベンチマーキングをおこなった。

	競合他社製品とのベンチマーキング：タスクの達成度、用語の理解度、機能比較を行った。

現バージョンとの比較：同上

	· 社内顧客である開発部門の仕様決定のプロセスを変更（UCDの実践：より早い段階でのデザインナーの参加、市場情報の収集、プロトタイプの作成、評価の実施）が行われた。
ユーザビリティが改善されたことに非常に満足してもらった。

· 実際のユーザの満足度に関しては、営業を通じて良い評価を得ていることを伝えられている。また　販売サイドの声を早めに聞き取り、ともに仕様を作成したため営業マンが機能を理解し、お客様に積極的に紹介してくれるようになり、今まで使われなかった機能が商談時のキーになったとの報告もあった。

	· デザイン部門が主導で　UCDを行った社内最初のプロジェクトであった。
多くの部門、海外販売、社外ユーザ等たくさんの声を集め異部門間での協力体制を強化し、新しい開発プロセスを実現した。

· 開発の多機種、多言語対応等の効率化が図れたとともに　GUIﾘｿｰｽを作成する
デザイナーの開発時間の削減を実施することができた。
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